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教祖 140 年祭に向かって
―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 592 号

い
集
の
け
す
た
お
び
喜　

9
月
1

、
日

2

務
教
、
日
両
の
日

の
け
す
た
お
び
喜
「
て
い
於
に
庁
支

、
催
開
を
」
い
集

107
名

、
者
ん
し
き
の
ひ
（

）
含
員
会
年
少

。
た
し
加
参
が

　

び
喜
て
べ
す
「

　

す
た
お
て
べ
す

け　

祖
教
に

140

る
す
進
推
を
動
活
祭
年

支
・
区
教
、
は
」
い
集
「
の
こ
、
中

夫
長
部
支
る
な
と
達
先
の
動
活
部

、
事
主
区
教
、
任
主
部
支
会
人
婦
、
妻

、
に
象
対
を
員
職
役
び
及

る
す
願
祈
を
化
性
活
の
動
活
域
地
・

る
す
識
意
を
成
育
の
代
世
次
・

と
み
勇
の
動
活
部
支
の
い
互
お
・

　
　
　
　

   

る
す
を
換
交
報
情
る
な

う
あ
し
認
確
を
義
意
の
祭
区
教
・の

4

。
た
れ
ま
組
が
ム
ラ

ねりあいの様子

２
（

P

く
続
へ

　

後
午

2

活
の
動
活
域
地
り
よ
時

け
す
た
お
び
喜
「
し
願
祈
を
化
性

を
）
め
と
づ
り
座
（」
め
と
つ
お
の

。
会
開
を
い
集
い
行
り
執

　

制
区
教
、
し
壇
登
が
長
区
教
村
奥

理
の
ば
ぢ
た
ま
、
義
意
と
祥
発
の
度

事
と
緯
経
た
れ
ま
歩
が
人
先
け
受
を

さ
。
明
説
に
共
と
像
映
て
い
つ
に
歴

重
の
事
う
行
り
執
を
祭
霊
慰
は
に
ら

を
例
の
業
企
、
て
い
つ
に
ど
な
性
要

た
じ
感
き
赴
に
地
現
が
身
自
、
げ
挙

認
確
再
の
て
め
改
、
し
露
披
も
子
様

思
る
け
お
に
動
活
の
後
今
、
し
促
を

。
た
し
歴
披
を
い

少年会

千葉祐子 氏

上村友哉 氏

岡田茎貴 氏

宮川直人 氏

婦人会

学生担当委員会

青年会

奥村教区長 座りづとめ

すべて喜び
すべておたすけ

北海道教区

　

、
し
表
代
を
会
各
て
い
続

4

の
名

て
け
向
に
成
育
材
人
。
壇
登
が
士
弁

だ
ん
学
ら
か
敗
失
の
ら
自
や
組
取
の

会
教
の
ら
が
な
さ
人
先
た
ま
、
訓
教

々
日
る
ね
重
を
悩
苦
み
歩
を
活
生

確
、
く
頂
せ
見
お
と
ん
だ
ん
だ
、
に

体
た
し
感
実
を
し
押
後
の
祖
教
な
か

笑
は
場
会
に
弁
熱
の
者
表
代
ど
な
験

が
手
拍
の
雷
万
れ
ま
包
に
激
感
と
顔

。
た
れ
ら
送

　

、
り
よ
に
同
一
者
席
出
、
後
の
こ

。
た
れ
た
持
が
間
時
の
い
あ
り
ね

1
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教祖 140 年祭に向かって
―災害対策―「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

●

ん
し
き
の
ひ
み
こ
せ
ふ

  

　
　

月
毎
て
に
庁
支
務
教

29
日

　

8
月
29

団
布
、
い
拾
ミ
ゴ
、
は
日

を
除
掃
屋
部
、
理
整

18

し
加
参
が
名

、
し
施
実
て

9
月
23

、
は
日

2

の
階を

い
拾
ミ
ゴ
辺
周
舎
庁
、
除
掃
の

20

。
た
し
ま
い
さ
下
加
参
が
名※ 

10

ん
し
き
の
ひ
み
こ
せ
ふ
、
は
月

す
ま
り
な
と
更
変
が
程
日
の

。

10
月
22
日
に

更
変

窓のサッシ掃除

神殿の畳掃除

小川莉穂
（嶽東・興部）

》
介
紹
長
員
委
新
会
き
ゆ
ら
し
《　

委
会
き
ゆ
ら
し
・
年
青
子
女
区
教

れ
さ
命
任
が
ん
さ
穂
莉
川
小
に
長
員

。
た
し
ま

各 

地 

の 

動 

き

第
11

会
修
研
司
護
保
く
ぼ
う
よ
回

 

　
　

　
　
　
　

時
日
・

　

和
令

5
年
11
月
28
日
12
時

　
　
　
　
　
　
　

 

29
日
12

散
解
時

場
会
・

　

室
議
会
大
庁
支
務
教演

講
念
記
・

　
　
　
　

師
講
　

松
久

 

一
真

 

氏　

　
　
　
　

   （

）
家
作
劇
・
家
出
演
・
家
本
脚

催
主
・

　

盟
連
司
護
保
教
理
天供

御
加
参
・

　

円
千
二

員
委
当
担
・

　

夫
和
田
本

 

）
会
教
分
町
内
岩
（

　
　
　
　
　
　
　
　

   

℡090-8639-4218

】
品
作
な
主
【

 NHKBS

た
た
ふ
て
き
生
「

び 

」
輔
善
谷
深
・
司
護
保

デ
カ
ア
本
日
」
ン
ヨ
ク
ロ
４
６
「
画
映

　

賞
品
作
秀
優

　

部
支
治
建
田
井
新
（
部
支
市
余

、
は
）
長

8
月
29

会
教
分
丹
積
、
日

第
に
場
会
を

7

。
た
し

　

、
祖
教、
り
あ
に
中
最
の
動
活
祭
年

、
じ
感
に
近
身
に
ら
さ
を
た
が
な
ひ

天
に
師
講
と
う
こ
だ
た
い
て
せ
ば
学

の
授
教
科
学
教
宗
部
学
間
人
学
大
理

時
理
天
、
て
い
招
を
生
先
彦
正
田
岡

風
の
た
が
な
ひ
「
た
れ
さ
載
連
に
報

の
材
取
、
筆
執
を
」
て
ね
ず
た
を
景

。
た
い
だ
た
い
て
せ
か
聞

　

る
す
き
聞
お
て
全
で
合
都
の
間
時

私
で
る
ま
、
く
深
味
興
も
て
と
も
話

 

者
加
参

40
名

者
係
関
部
支
（

32

）
名
８
部
支
他
、
名

会
年
青
部
支
見
北
●

　

、
は
会
年
青
部
支

8
月
27

ワ
『に
日

』
会
睦
親
肉
焼
＆
い
拾
ミ
ゴ
イ
ワ
イ

。
た
し
ま
し
催
開
を

　

い
な
き
で
加
参
で
ど
な
事
仕
段
普

な
く
す
や
い
集
が
員
会
年
青
や
友
教

た
る
め
深
を
睦
親
と
流
交
、
う
よ
る

、
し
画
企
め

24

員
会
年
少
、
内
（
名

7

。
た
し
ま
し
加
参
が
）
名

　

禍
ナ
ロ
コ
を
動
活
い
拾
ミ
ゴ
、
た
い

り
お
止
停
動
活
ぼ
ほ
、
ら
か
響
影
の

約
、
が
た
し
ま

4

し
開
再
に
り
ぶ
年

て
2

し
ま
り
な
に
い
拾
ミ
ゴ
の
目
回

し
画
計
も
肉
き
焼
に
時
同
た
ま
。
た

新
や
方
の
友
教
い
な
れ
ら
来
段
普
て

点
重
に
加
参

の

ん

さ

員

会

年

青

い

し

ら

も

て

せ

さ

画

計

、

回

今

、

き

お

を

。

た

し

ま

い

　

方

地

見

北

な

き

続

暑

猛

な

的

録

記

和

も

さ

暑

分

幾

は

日

当

、

が

た

し

で

拾

ミ

ゴ

の

園

公

内

市

、

り

お

で

い

ら

。

た

し

ま

し

を

い

　

部

支

て

し

動

移

を

所

場

、

後

の

そ

り

借

お

を

地

敷

の

会

教

分

慈

鴻

の

内

。

た

し

ま

い

行

を

肉

き

焼

て

し

　

会

年

青

や

会

人

婦

OB

準

の

々

方

の

、

き

頂

を

力

協

ご

の

ん

さ

皆
、

ど

な

備

と

会

睦

親

肉

き

焼

い

し

楽

で

か

や

賑

。

た

し

ま

り

な

　

　

　

　

　

　

　

   

長

員

委

部

支

（

 

）

典

英

山

奥

4

　

抄
誌
日
庁
支
務
教
道
海
北

9

月

1

日　

い

集

の

け

す

た

お

び

喜

　

　

　

　

　

祭

霊

慰

・

祭

祀

合

者

労

功

区

教

　

　

2

日　

め

と

づ

い

願

お

つ

一

手

一

　

　

　

　

　

議

会

長

部

支

　

　

4

日　

会

例

部

支

南

中

幌

札

　

　

16

日　

議

会

部

計

会

　

　

17

日　

大

走

網

 

　

　

　

　

　

会

生

学

 

　

　

18

日　

議

会

集

編

報

区

教

　

　

19

日　

会

こ

び

ま

や

　

　

23

日　

庁

支

務

教

 

ん

し

き

の

ひ

み

こ

せ

ふ

　

　

　

　

　

習

練

た

う

お

　

　

　

　

　

本

帰

長

区

教

　

　

25

日　

議

会

長

区

教

　

　

26

日　

式
拝
遥
祭
次
月
部
本

　
　
　
　
　

会
員
委
営
運

　
　
　
　
　

会
事
主

　
　

27
日　

祭
霊
季
秋
部
本

　
　

28
日　

庁
帰
長
区
教

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

30

）
日

　
　

30
日　

会
年
青

 

濃M
eets!

　
　
　
　
　

議
会
進
推
け
す
た

訃
　
報

　
　

年
５
和
令
・
年
六
八
一
教
立

　

井
菅
・

    

子
妙
　

様　

8
月
22

（直
出
日

95

）
歳

　

人
夫
長
会
前
会
教
分
実
真
名

 

）
部
支
知
空
南
（



第592号 立教186年（2023）10月1日

－　  　－

教祖 140 年祭に向かって
―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

　

こ
び
ま
や
「
会
の
者
す
志
を
教
布

、
は
で
」
会

8
月
26

と
日

9
月
19
日

　

8

、
は
月

35

の
℃

で
内
市
幌
札
た

3

円
、
し
加
参
が
名

月
９
。
た
し
を
問
訪
別
戸
で
面
方
山

と
う
ろ
作
を
稿
原
話
教
の
分
３
、
は

例
定

け
が
い
を
に

稿
原
の
演
講
傍
路
の
身
自
、
で
ん
勇

と
こ
る
い
て
し
仰
信
、
げ
あ
み
読
を

と
ば
れ
け
頂
て
し
え
伝
お

2

一
人

思
不
る
が
上
き
書
が
稿
原
と
ん
だ

り
か
わ
、
る
よ
に
ム
ラ
グ
ロ
プ
な
議

の
そ
、
て
に
園
公
通
大
、
速
早
。
た

、
ろ
こ
と
た
し
を
演
講
傍
路
で
稿
原

最
ら
か
方
の
人
行
通
た
い
て
い
聞

。
た
い
頂
で
ま
手
拍
は
後

大通公園にて
オータムフェストで賑わう

　

9
月
1

集
の
け
す
た
お
び
喜
の
日

祭
霊
慰
祀
合
の
者
労
功
区
教
に
後
い

支
知
空
・
事
主
元
、
れ
ら
め
と
つ
が

部
支
市
余
元
、
様
雄
定
口
寺
の
長
部

支
豊
白
幌
札
元
、
様
也
一
竹
大
の
長

祀
合
を
霊
御
の
様
義
久
松
若
の
長
部

。
た
い
だ
た
い
て
せ
さ

合祀慰霊祭
祭
霊
慰
祀
合
者
労
功
区
教

（
↙
１
P

き
続

　

祭
霊
慰
・
祭
祀
合
者
労
功
、
刻
夕

お
び
喜
「
て
い
続
、
れ
わ
行
り
執
が

親
懇
ち
打
銘
と
」
べ
う
ゆ
の
け
す
た

。
た
れ
ら
け
設
が
会

　

づ
い
願
お
つ
一
手
一
「、
は
日
翌

い
続
に
議
会
長
部
支
、
後
の
」
め
と

、
て

10

斉
一
く
ぼ
う
よ
「
の
ら
か
月

ね
と
換
交
報
情
て
い
つ
に
」
日
動
活

。
た
れ
わ
行
が
い
あ
り

　

教
大
輕
津
・
み
ゆ
あ
西
葛
、
日
同

」
話
講
け
す
た
お
「る
よ
に
人
夫
長
会

任
主
部
支
会
人
婦
・
人
夫
長
部
支
を

せ
か
聞
に
直
素
を
声
の
旬
。
聴
拝
が

。
た
れ
溢
が
顔
笑
、
き
頂
話
お
に

よろづよ八首

渡島支部長

宗谷 婦人会主任

閉会あいさつ

講話でにっこり笑顔に

情報交換とねりあいを

支部長会議 喜びおたすけのゆうべ

葛西あゆみ講師

　

は
会
こ
び
ま
や
回
次

10
月
10

の
日

13
時
30

。
す
で
ら
か
分

 

）
普
充
野
藤
表
代
（

　

八
よ
づ
ろ
よ
「
で
員
全
、
後
の
そ

支
島
渡
・
一
養
野
宮
、
め
勤
を
」
首

会
人
婦
部
支
谷
宗
・
幸
美
泉
と
長
部

集
「。
壇
登
に
」
言
宣
び
喜
「
が
任
主

動
活
部
支
・
区
教
、
に
機
契
を
」
い

も
と
と
う
誓
を
化
性
活
の
層
一
の

と
想
感
た
し
加
参
に
」
い
集
「、
に

　

太
橋
高
、
え
終
を
ム
ラ
グ
ロ
プ
全

い
あ
の
会
閉
る
よ
に
長
部
務
総
・
志

後
を
場
会
は
者
加
参
、
り
あ
が
つ
さ

。
た
し
に

2
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教祖 140 年祭に向かって
―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

隊
救
災

 

練
訓
時
平

　

孝
善
川
荒
（
会
ぶ
学
を
学
教
理
天

月
８
、
は
で
）
表
代

28

支
務
教
、
日

を
座
講
開
公
回
５
第
、
て
い
お
に
庁

、
し
催
開

37

。
た
し
講
受
が
名

　

宗
部
学
間
人
学
大
理
天
、
は
師
講

富
（
生
先
彦
正
田
岡
の
授
教
科
学
教

治
明
『、
で
）
人
教
会
教
分
野
良

22

年
11

日
７
月

　

さ
お
の
』
話
御
限
刻

を
ぶ
学
を
た
が
な
ひ
、
ら
か
づ
し

で
い
次

30

行
が
答
応
疑
質
、
り
余
分

。
た
れ
わ

　

果
成
の
学
教
理
天
、
は
座
講
本

る
す
橋
架
を
践
実
仰
信
の
々
日
、
と

に
生
先
田
岡
、
し
足
発
て
し
と
み
試

第
は

3

の
目
度
二
、
て
い
続
に
目
回

諭
は
回
今
。
た
し
い
願
お
を
講
出
ご

用
引
一
唯
て
し
と
典
原
に
号
４
第
達

治
明
「
る
い
て
れ
さ

22
年
11

日
７
月

、
を
文
全
づ
し
さ
お
の
」
話
御
限
刻

奈
と
設
開
部
本
会
教
る
け
お
に
京
東

立
確
の
度
制
席
別
、
転
移
の
へ
県
良

み
歩
の
教
本
る
至
に
祭
年
五
祖
教
と

ら
か
を
策
政
教
宗
の
府
政
治
明
、
を

た
え
ま
踏
を
情
事
景
背
的
史
歴
て
め

。
た
い
頂
説
解
ご
に
細
詳
、
で
上

　

、
は
で
会
生
学

9
月
17
日
、
18
日の

ひ
生
学
の
道
、
て
に
庁
支
務
教
に

20
名

。
た
し
ま
し
加
参
が

　

地
各
国
全
る
が
繋
に
道
お
は
れ
こ

斉
一
で
ど
な
属
直
、
区
教
が
生
学
の

せ
さ
を
ん
し
き
の
ひ
で
域
地
各
、
に

一
の
中
の
そ
、
り
あ
で
事
行
く
頂
て

、
は
会
生
学
区
教
、
て
し
と
つ

1
泊

2

ん
し
き
の
ひ
区
教
道
海
北
「
の
日

&

施
実
を
」
会
り
ま
泊
お
の
秋

。
た
し
ま
し
致

　

掃
窓
の
内
舎
庁
、
は
に
後
式
会
開

な
々
様
、
と
い
拾
ミ
ゴ
の
辺
周
や
除

の
そ
。
た
し
ま
い
行
を
ん
し
き
の
ひ

行
を
習
練
め
と
つ
お
て
に
殿
神
、
後

し
ま
め
深
を
流
交
で
会
睦
親
、
後
た

。
た

　

な
々
様
で
園
公
島
中
、
は
日
翌

は
後
の
そ

BBQ

食
昼
る
れ
溢
顔
笑
、
で

。
た
し
ま
り
な
と

　

、
は
）
長
隊
志
敦
幣
三
（
隊
救
災

8
月
28

29

い
お
に
市
笠
三
に
日

。
た
し
施
実
を
練
訓
時
平
て

　

携
連
の
際
の
事
有
、
は
で
隊
区
教

の
自
独
を
内
道
、
に
主
を
化
強

6
ブ

道
中

、
知
空
、
知
空
南
（

）
野
良
富
、
川
上
、
川
旭
、
龍
天

対
をべ

延
、
し
施
実
を
練
訓
た
し
と
象

101

。
た
し
加
参
が
名

会
人
婦
・
員
隊
（

49

、
名

20

）
名

　

隊
部
支
知
空
南
や
会
教
内
管
と
）
協

を
ん
し
き
の
ひ
草
除
や
練
訓
季
冬
の

同
、
ら
か
り
が
繋
の
年
長
の
て
し
通

セ
祉
福
人
老
の
地
営
宿
り
よ
会
議
協

6

を
地
練
訓
の
所
か

。
た
い
だ
た
い
供
提
ご

　

ボ
般
一
、
り
よ
協
社
市
笠
三
た
ま

　

し
ま
れ
さ
配
心
が
気
天
で
ま
日
前

施
実
が
ム
ラ
グ
ロ
プ
の
で
外
、
が
た

れ
そ
、
で
好
良
が
気
天
ど
ほ
る
き
で

こ
く
頂
て
せ
ら
通
で
ん
勇
び
喜
れ
ぞ

。
た
し
ま
来
出
が
と

　

な
く
熱
が
胸
に
姿
だ
ん
勇
の
生
学

う
あ
え
伝
に
共
、
ぎ
な
つ
に
共
、
り

共
と
生
学
、
ら
が
な
し
識
意
を
と
こ

て
め
改
と
ば
れ
き
で
が
と
こ
つ
育
に

。
た
し
ま
き
頂
て
せ
さ
じ
感

　

祖
教

140

会
生
学
、
て
け
向
に
祭
年

つ
一
か
に
な
、
に
為
る
げ
上
り
盛
を

れ
こ
、
い
思
と
ば
れ
れ
な
に
力
も
で

一
手
一
、
ら
が
な
い
合
け
助
も
ら
か

ま
い
思
と
い
た
き
い
で
ん
歩
に
つ

く
し
宜
、
程
の
力
協
ご
の
様
皆
。
す

。
す
ま
し
致
い
願
お

    

担
学
（

 

）
田
米
久

周辺のゴミ拾いを

意
の
と
い
た
し
を
練
訓
営
運
、
置
設

を
練
訓
れ
入
受
で
同
合
、
り
あ
が
向

い
よ
、
き
頂
て
せ
さ
に
緒
一
と
々
方

ボ
般
一
と
」。
た
し
ま
り
な
と
験
経

。
た

　

で
業
作
手
や
機
い
払
刈
、
他
の
そ

施
や
除
掃
の
ス
イ
車
、
業
作
草
除
の

わ
に
岐
多
ど
な
除
掃
ス
イ
の
で
内
設

　

協
社
に
的
国
全
、
は
時
生
発
害
災

も
後
今
、
く
多
が
事
る
れ
わ
行
が
動

あ
で
要
必
に
ら
さ
が
携
連
の
と
協
社

　

協
社
市
が
隊
区
教
、
は
で
式
隊
解

を
状
礼
て
し
と
礼
御
た
し
を
付
寄
へ

空
聞
新
道
海
北
、
日
後
、
き
だ
た
い

。
た
い
だ
た
い
載
掲
も
に
版
知

一般ボランティアの方々と
合同で受入れ訓練

3

会
ぶ
学
を
学
教
理
天
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教祖 140 年祭に向かって
―求道―　教えと熱を伝える「研修と伝道」

　

こ
び
ま
や
「
会
の
者
す
志
を
教
布

、
は
で
」
会

8
月
26

と
日

9
月
19
日

　

8

、
は
月

35

の
℃

で
内
市
幌
札
た

3

円
、
し
加
参
が
名

月
９
。
た
し
を
問
訪
別
戸
で
面
方
山

と
う
ろ
作
を
稿
原
話
教
の
分
３
、
は

例
定

け
が
い
を
に

稿
原
の
演
講
傍
路
の
身
自
、
で
ん
勇

と
こ
る
い
て
し
仰
信
、
げ
あ
み
読
を

と
ば
れ
け
頂
て
し
え
伝
お

2

一
人

思
不
る
が
上
き
書
が
稿
原
と
ん
だ

り
か
わ
、
る
よ
に
ム
ラ
グ
ロ
プ
な
議

の
そ
、
て
に
園
公
通
大
、
速
早
。
た

、
ろ
こ
と
た
し
を
演
講
傍
路
で
稿
原

最
ら
か
方
の
人
行
通
た
い
て
い
聞

。
た
い
頂
で
ま
手
拍
は
後

大通公園にて
オータムフェストで賑わう

　

9
月
1

集
の
け
す
た
お
び
喜
の
日

祭
霊
慰
祀
合
の
者
労
功
区
教
に
後
い

支
知
空
・
事
主
元
、
れ
ら
め
と
つ
が

部
支
市
余
元
、
様
雄
定
口
寺
の
長
部

支
豊
白
幌
札
元
、
様
也
一
竹
大
の
長

祀
合
を
霊
御
の
様
義
久
松
若
の
長
部

。
た
い
だ
た
い
て
せ
さ

合祀慰霊祭
祭
霊
慰
祀
合
者
労
功
区
教

（
↙
１
P

き
続

　

祭
霊
慰
・
祭
祀
合
者
労
功
、
刻
夕

お
び
喜
「
て
い
続
、
れ
わ
行
り
執
が

親
懇
ち
打
銘
と
」
べ
う
ゆ
の
け
す
た

。
た
れ
ら
け
設
が
会

　

づ
い
願
お
つ
一
手
一
「、
は
日
翌

い
続
に
議
会
長
部
支
、
後
の
」
め
と

、
て

10

斉
一
く
ぼ
う
よ
「
の
ら
か
月

ね
と
換
交
報
情
て
い
つ
に
」
日
動
活

。
た
れ
わ
行
が
い
あ
り

　

教
大
輕
津
・
み
ゆ
あ
西
葛
、
日
同

」
話
講
け
す
た
お
「る
よ
に
人
夫
長
会

任
主
部
支
会
人
婦
・
人
夫
長
部
支
を

せ
か
聞
に
直
素
を
声
の
旬
。
聴
拝
が

。
た
れ
溢
が
顔
笑
、
き
頂
話
お
に

よろづよ八首

渡島支部長

宗谷 婦人会主任

閉会あいさつ

講話でにっこり笑顔に

情報交換とねりあいを

支部長会議 喜びおたすけのゆうべ

葛西あゆみ講師

　

は
会
こ
び
ま
や
回
次

10
月
10

の
日

13
時
30

。
す
で
ら
か
分

 

）
普
充
野
藤
表
代
（

　

八
よ
づ
ろ
よ
「
で
員
全
、
後
の
そ

支
島
渡
・
一
養
野
宮
、
め
勤
を
」
首

会
人
婦
部
支
谷
宗
・
幸
美
泉
と
長
部

集
「。
壇
登
に
」
言
宣
び
喜
「
が
任
主

動
活
部
支
・
区
教
、
に
機
契
を
」
い

も
と
と
う
誓
を
化
性
活
の
層
一
の

と
想
感
た
し
加
参
に
」
い
集
「、
に

　

太
橋
高
、
え
終
を
ム
ラ
グ
ロ
プ
全

い
あ
の
会
閉
る
よ
に
長
部
務
総
・
志

後
を
場
会
は
者
加
参
、
り
あ
が
つ
さ

。
た
し
に

2
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教祖 140 年祭に向かって
―たすけあい―　悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

隊
救
災

 

練
訓
時
平

　

孝
善
川
荒
（
会
ぶ
学
を
学
教
理
天

月
８
、
は
で
）
表
代

28

支
務
教
、
日

を
座
講
開
公
回
５
第
、
て
い
お
に
庁

、
し
催
開

37

。
た
し
講
受
が
名

　

宗
部
学
間
人
学
大
理
天
、
は
師
講

富
（
生
先
彦
正
田
岡
の
授
教
科
学
教

治
明
『、
で
）
人
教
会
教
分
野
良

22

年
11

日
７
月

　

さ
お
の
』
話
御
限
刻

を
ぶ
学
を
た
が
な
ひ
、
ら
か
づ
し

で
い
次

30

行
が
答
応
疑
質
、
り
余
分

。
た
れ
わ

　

果
成
の
学
教
理
天
、
は
座
講
本

る
す
橋
架
を
践
実
仰
信
の
々
日
、
と

に
生
先
田
岡
、
し
足
発
て
し
と
み
試

第
は

3

の
目
度
二
、
て
い
続
に
目
回

諭
は
回
今
。
た
し
い
願
お
を
講
出
ご

用
引
一
唯
て
し
と
典
原
に
号
４
第
達

治
明
「
る
い
て
れ
さ

22
年
11

日
７
月

、
を
文
全
づ
し
さ
お
の
」
話
御
限
刻

奈
と
設
開
部
本
会
教
る
け
お
に
京
東

立
確
の
度
制
席
別
、
転
移
の
へ
県
良

み
歩
の
教
本
る
至
に
祭
年
五
祖
教
と

ら
か
を
策
政
教
宗
の
府
政
治
明
、
を

た
え
ま
踏
を
情
事
景
背
的
史
歴
て
め

。
た
い
頂
説
解
ご
に
細
詳
、
で
上

　

、
は
で
会
生
学

9
月
17
日
、
18
日の

ひ
生
学
の
道
、
て
に
庁
支
務
教
に

20
名

。
た
し
ま
し
加
参
が

　

地
各
国
全
る
が
繋
に
道
お
は
れ
こ

斉
一
で
ど
な
属
直
、
区
教
が
生
学
の

せ
さ
を
ん
し
き
の
ひ
で
域
地
各
、
に

一
の
中
の
そ
、
り
あ
で
事
行
く
頂
て

、
は
会
生
学
区
教
、
て
し
と
つ

1
泊

2

ん
し
き
の
ひ
区
教
道
海
北
「
の
日

&

施
実
を
」
会
り
ま
泊
お
の
秋

。
た
し
ま
し
致

　

掃
窓
の
内
舎
庁
、
は
に
後
式
会
開

な
々
様
、
と
い
拾
ミ
ゴ
の
辺
周
や
除

の
そ
。
た
し
ま
い
行
を
ん
し
き
の
ひ

行
を
習
練
め
と
つ
お
て
に
殿
神
、
後

し
ま
め
深
を
流
交
で
会
睦
親
、
後
た

。
た

　

な
々
様
で
園
公
島
中
、
は
日
翌

は
後
の
そ

BBQ

食
昼
る
れ
溢
顔
笑
、
で

。
た
し
ま
り
な
と

　

、
は
）
長
隊
志
敦
幣
三
（
隊
救
災

8
月
28

29

い
お
に
市
笠
三
に
日

。
た
し
施
実
を
練
訓
時
平
て

　

携
連
の
際
の
事
有
、
は
で
隊
区
教

の
自
独
を
内
道
、
に
主
を
化
強

6
ブ

道
中

、
知
空
、
知
空
南
（

）
野
良
富
、
川
上
、
川
旭
、
龍
天

対
をべ

延
、
し
施
実
を
練
訓
た
し
と
象

101

。
た
し
加
参
が
名

会
人
婦
・
員
隊
（

49

、
名

20

）
名

　

隊
部
支
知
空
南
や
会
教
内
管
と
）
協

を
ん
し
き
の
ひ
草
除
や
練
訓
季
冬
の

同
、
ら
か
り
が
繋
の
年
長
の
て
し
通

セ
祉
福
人
老
の
地
営
宿
り
よ
会
議
協

6

を
地
練
訓
の
所
か

。
た
い
だ
た
い
供
提
ご

　

ボ
般
一
、
り
よ
協
社
市
笠
三
た
ま

　

し
ま
れ
さ
配
心
が
気
天
で
ま
日
前

施
実
が
ム
ラ
グ
ロ
プ
の
で
外
、
が
た

れ
そ
、
で
好
良
が
気
天
ど
ほ
る
き
で

こ
く
頂
て
せ
ら
通
で
ん
勇
び
喜
れ
ぞ

。
た
し
ま
来
出
が
と

　

な
く
熱
が
胸
に
姿
だ
ん
勇
の
生
学

う
あ
え
伝
に
共
、
ぎ
な
つ
に
共
、
り

共
と
生
学
、
ら
が
な
し
識
意
を
と
こ

て
め
改
と
ば
れ
き
で
が
と
こ
つ
育
に

。
た
し
ま
き
頂
て
せ
さ
じ
感

　

祖
教

140

会
生
学
、
て
け
向
に
祭
年

つ
一
か
に
な
、
に
為
る
げ
上
り
盛
を

れ
こ
、
い
思
と
ば
れ
れ
な
に
力
も
で

一
手
一
、
ら
が
な
い
合
け
助
も
ら
か

ま
い
思
と
い
た
き
い
で
ん
歩
に
つ

く
し
宜
、
程
の
力
協
ご
の
様
皆
。
す

。
す
ま
し
致
い
願
お

    

担
学
（

 

）
田
米
久

周辺のゴミ拾いを

意
の
と
い
た
し
を
練
訓
営
運
、
置
設

を
練
訓
れ
入
受
で
同
合
、
り
あ
が
向

い
よ
、
き
頂
て
せ
さ
に
緒
一
と
々
方

ボ
般
一
と
」。
た
し
ま
り
な
と
験
経

。
た

　

で
業
作
手
や
機
い
払
刈
、
他
の
そ

施
や
除
掃
の
ス
イ
車
、
業
作
草
除
の

わ
に
岐
多
ど
な
除
掃
ス
イ
の
で
内
設

　

協
社
に
的
国
全
、
は
時
生
発
害
災

も
後
今
、
く
多
が
事
る
れ
わ
行
が
動

あ
で
要
必
に
ら
さ
が
携
連
の
と
協
社

　

協
社
市
が
隊
区
教
、
は
で
式
隊
解

を
状
礼
て
し
と
礼
御
た
し
を
付
寄
へ

空
聞
新
道
海
北
、
日
後
、
き
だ
た
い

。
た
い
だ
た
い
載
掲
も
に
版
知

一般ボランティアの方々と
合同で受入れ訓練

3

会
ぶ
学
を
学
教
理
天
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教祖 140 年祭に向かって
―布教―　とにかく実践「日常化と積み重ね」

第 592 号

い
集
の
け
す
た
お
び
喜　

9
月
1

、
日

2

務
教
、
日
両
の
日

の
け
す
た
お
び
喜
「
て
い
於
に
庁
支

、
催
開
を
」
い
集

107
名

、
者
ん
し
き
の
ひ
（

）
含
員
会
年
少

。
た
し
加
参
が

　

び
喜
て
べ
す
「

　

す
た
お
て
べ
す

け　

祖
教
に

140

る
す
進
推
を
動
活
祭
年

支
・
区
教
、
は
」
い
集
「
の
こ
、
中

夫
長
部
支
る
な
と
達
先
の
動
活
部

、
事
主
区
教
、
任
主
部
支
会
人
婦
、
妻

、
に
象
対
を
員
職
役
び
及

る
す
願
祈
を
化
性
活
の
動
活
域
地
・

る
す
識
意
を
成
育
の
代
世
次
・

と
み
勇
の
動
活
部
支
の
い
互
お
・

　
　
　
　

   

る
す
を
換
交
報
情
る
な

う
あ
し
認
確
を
義
意
の
祭
区
教
・の

4

。
た
れ
ま
組
が
ム
ラ

ねりあいの様子

２
（

P

く
続
へ

　

後
午

2

活
の
動
活
域
地
り
よ
時

け
す
た
お
び
喜
「
し
願
祈
を
化
性

を
）
め
と
づ
り
座
（」
め
と
つ
お
の

。
会
開
を
い
集
い
行
り
執

　

制
区
教
、
し
壇
登
が
長
区
教
村
奥

理
の
ば
ぢ
た
ま
、
義
意
と
祥
発
の
度

事
と
緯
経
た
れ
ま
歩
が
人
先
け
受
を

さ
。
明
説
に
共
と
像
映
て
い
つ
に
歴

重
の
事
う
行
り
執
を
祭
霊
慰
は
に
ら

を
例
の
業
企
、
て
い
つ
に
ど
な
性
要

た
じ
感
き
赴
に
地
現
が
身
自
、
げ
挙

認
確
再
の
て
め
改
、
し
露
披
も
子
様

思
る
け
お
に
動
活
の
後
今
、
し
促
を

。
た
し
歴
披
を
い

少年会

千葉祐子 氏

上村友哉 氏

岡田茎貴 氏

宮川直人 氏

婦人会

学生担当委員会

青年会

奥村教区長 座りづとめ

すべて喜び
すべておたすけ

北海道教区

　

、
し
表
代
を
会
各
て
い
続

4

の
名

て
け
向
に
成
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